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山腹崩壊に伴う土石流が発生し、土砂が下流域へ流出。床上浸水１戸、床下浸水８戸が被災。

鹿児島県肝属郡南大隅町根占辺田地区　炭屋川２

国道２６９号の被災状況 町道の被災状況

人家の被害
床 上 浸 水 １戸
床 下 浸 水 ８戸

登尾小学校

国道２６９号

2級町道登尾・炭屋線

❹

❷

❶

❸

写真番号❶ 写真番号❷

路面の流失

■被災状況3

❺



■被災箇所の位置
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■土石流発生時の降雨状況
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土石流発生時までの連続雨量： 206㎜ （7月10日15時～7月11日7時）
土石流発生時の最大時間雨量： 68㎜ （7月11日 6時～7月11日7時）

総 雨 量
時間雨量

土石流発生

炭屋川２

被災後全景（平成１９年７月）被災前全景（平成１３年１月）

■公共土木施設等の被害の概況

公
共
土
木
施
設

区 分 箇 所 数 人
的
被
害

死 傷 者 ー　人
耕
地
被
害

水
田

流失埋没 0.4ヘクタール

河 　 川 ー 負 傷 者 ー　人 冠　 水 1.0ヘクタール

海 　 岸 ー 行方不明 ー　人
畑

流失埋没 0.6ヘクタール

砂防設備 ー

建 

物 

被 

害

全 　 壊 ー　戸 冠　 水 2.0ヘクタール

道　　 路 ２ 半 　 壊 ー　戸 そ
の
他
の
被
害

鉄　　 道 ー　　箇　　所
メートル

橋 梁 １ 流 　 出 ー　戸 軌　　 道 ー　　箇　　所
メートル

計 ３ 床上浸水 １　戸 国　　 道 200　箇　　所
メートル

床下浸水 ８　戸 町　　 道 200　箇　　所
メートル

土石流流下痕

国道橋下流の侵食状況

土石流堆積状況

写真番号❸

写真番号❹

写真番号❺

登尾小学校

登尾小学校

国道２
６９号

国
道
２６
９
号

2級
町道
登尾
・炭
屋線

2
級
町
道
登
尾・炭
屋
線
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山腹崩壊２箇所に伴う土石流が発生し、土砂が下流域へ流出。建物半壊１戸、床下浸水１戸が被災。

鹿児島県肝属郡南大隅町佐多郡地区　川田原川

人家の被災状況

人家の被災状況

人家の被害
建 物 半 壊 １戸
床 下 浸 水 １戸

❷

❸

北側斜面
南側斜面

写真番号❷写真番号❶

■被災状況4

❹

❶



■被災箇所の位置
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■土石流発生時の降雨状況

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

50

100

150

200

0

10

20

30

40

50

60

7/3 7/4

（㎜）

（h）

（㎜）
総
雨
量

時
間
雨
量

土石流発生時までの連続雨量： 184㎜ （7月3日 2時～7月4日0時）
土石流発生時の最大時間雨量：  51㎜ （7月3日23時～7月4日0時）

総 雨 量
時間雨量

土石流発生
1回目
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土石流発生時までの連続雨量： 317㎜ （7月10日1時～7月11日2時）
土石流発生時の最大時間雨量： 3㎜ （7月11日1時～7月11日2時）

総 雨 量
時間雨量

土石流発生
2回目

川田原川

被災後全景（平成１９年７月）被災前全景（平成１３年１月）

■公共土木施設等の被害の概況

公
共
土
木
施
設

区 分 箇 所 数 人
的
被
害

死 傷 者 ー　人
耕
地
被
害

水

田

流失埋没 0.8ヘクタール

河 　 川 ー 負 傷 者 ー　人 冠　 水 2.3ヘクタール

海 　 岸 ー 行方不明 ー　人
畑

流失埋没 ー ヘクタール

砂防設備 ー

建 

物 

被 
害

全 　 壊 ー　戸 冠　 水 0.1ヘクタール

道　　 路 1 半 　 壊 １　戸 そ
の
他
の
被
害

鉄　　 道 ー　　箇　　所
メートル

橋 梁 ー 流 　 出 ー　戸 軌　　 道 ー　　箇　　所
メートル

計 1 床上浸水 ー　戸 県　　 道 250　箇　　所
メートル

床下浸水 １　戸

山腹崩壊状況

土石流流下痕

南側斜面

南側斜面

北側斜面

北側斜面

写真番号❸

写真番号❹
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山腹崩壊に伴う土石流が発生し、土砂が下流域へ流出。建物全壊１戸、半壊４戸、床上、床下浸水各２戸
が被災。

鹿児島県肝属郡南大隅町佐多浜尻地区　浜尻川

県道の被災状況 人家の被災状況

人家の被害
建 物 全 壊 １戸
建 物 半 壊 ４戸
床 上 浸 水 ２戸
床 下 浸 水 ２戸

❺

❶

❸

写真番号❶

第３小川第１小川 第２小川

写真番号❷

県道
浜尻・

馬込
線

■被災状況5

❹

❷



■被災箇所の位置
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■土石流発生時の降雨状況

土石流発生
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土石流発生時までの連続雨量： 281㎜ （7月10日15時～7月11日9時）
土石流発生時の最大時間雨量： 11㎜ （7月11日 8時～7月11日9時）

総 雨 量
時間雨量
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浜尻川

被災後全景（平成１９年７月）被災前全景（平成１３年１月）

■公共土木施設等の被害の概況

公
共
土
木
施
設

区 分 箇 所 数 人
的
被
害

死 傷 者 ー　人
耕
地
被
害

水
田
流失埋没 ー ヘクタール

河 　 川 ー 負 傷 者 ー　人 冠　 水 ー ヘクタール

海 　 岸 ー 行方不明 ー　人
畑
流失埋没 ー ヘクタール

砂防設備 ー

建 

物 

被 

害

全 　 壊 １　戸 冠　 水 ー ヘクタール

道　　 路 1 半 　 壊 ４　戸 そ
の
他
の
被
害

鉄　　 道 ー　　箇　　所
メートル

橋 梁 ー 流 　 出 ー　戸 軌　　 道 ー　　箇　　所
メートル

計 1 床上浸水 ２　戸 県　　 道 140　箇　　所
メートル

床下浸水 ２　戸土石流流下痕

土石流流下痕

山腹崩壊状況

写真番号❸

写真番号❹

写真番号❺ 第３小川

第１小川

第１小川

県道浜尻・馬込線
県道浜尻・馬込線

第１小川 第１小川第２小川 第２小川第３小川 第３小川
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下流の被災状況

人家の被災状況

鹿児島県肝属郡南大隅町佐多伊座敷地区　芝原谷２

山腹崩壊に伴う土石流が発生し、土砂が下流域へ流出。建物半壊１戸、床下浸水２戸が被災。

人家の被害
建 物 半 壊 １戸
床 下 浸 水 ２戸

写真番号❶

写真番号❷

■被災状況6

❷

❶
❹

❸
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■被災箇所の位置

■土石流発生時の降雨状況
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土石流発生時までの連続雨量： 263㎜ （7月10日15時～7月11日7時）
土石流発生時の最大時間雨量： 71㎜ （7月11日  6時～7月11日7時）

総 雨 量
時間雨量

土石流発生

芝原谷２

山腹崩壊状況

土石流流下痕

被災前全景（平成１３年１月） 　被災後全景（平成１９年７月）

■公共土木施設等の被害の概況

公
共
土
木
施
設

区 分 箇 所 数 人
的
被
害

死 傷 者 ー　人
耕
地
被
害

水
田

流失埋没 ー ヘクタール

河 　 川 ー 負 傷 者 ー　人 冠　 水 ー ヘクタール

海 　 岸 ー 行方不明 ー　人
畑

流失埋没 0.3ヘクタール

砂防設備 ー

建 

物 

被 

害

全 　 壊 ー　戸 冠　 水 0.1ヘクタール

道　　 路 1 半 　 壊 １　戸 そ
の
他
の
被
害

鉄　　 道 ー　　箇　　所
メートル

橋 梁 ー 流 　 出 ー　戸 軌　　 道 ー　　箇　　所
メートル

計 1 床上浸水 ー　戸 農　　 道 250　箇　　所
メートル

床下浸水 ２　戸

写真番号❸

写真番号❹
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鹿児島県肝属郡南大隅町根占辺田　二川川

●二川川

■砂防施設箇所の位置

　H19.7.11 の梅雨前線豪雨により，
二川川において山腹崩壊及び土石流等
が発生し，これらによる土砂や流木等が
大量に流下した。
　既設砂防えん堤が施設されていたた
め，上流からの土砂及び流木を捕捉し，
下流保全対象への土砂流出を防ぐこと
ができた。

砂防えん堤により
流木と土砂を捕捉

堆積状況

上流域の山腹崩壊により
土石流が発生！！

■砂防施設が効果を発揮した事例

下流保全対象
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鹿児島県肝属郡南大隅町根占辺田　長谷川

　H19.7.11 の梅雨前線豪雨により，
長谷川において土石流等が発生し，これ
らによる土砂が大量に流下した。
　既設砂防えん堤が施設されていたた
め，上流からの土砂を捕捉し，下流保全
対象への土砂流出を防ぐことができた。

●長谷川

■砂防施設箇所の位置

砂防えん堤により
土砂を捕捉　　

堆積状況

■砂防施設が効果を発揮した事例

下流保全対象
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鹿児島県肝属郡南大隅町根占山本　船石川２

■砂防施設箇所の位置

●船石川２

砂防えん堤により
土石の約２/３を捕捉 H19.1 捕捉前

H19.7 捕捉後

山腹崩壊により
土石流が発生！！
約29,000㎥の
土石が流出

約19,000㎥の
土石が捕捉された

砂防えん堤↑

　台風４号（H19.7.14 発生）の豪雨
により，船石川２において山腹崩壊に起
因した想定以上の土石流が発生した。
　これに伴い大量の土石や流木等が流
下したが，砂防えん堤が施設されていた
ため，その土石の多くを捕捉し，下流保
全対象への土砂流出を低減することが
できた。

■砂防施設が効果を発揮した事例

下流保全対象
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LV既設えん堤効果量（被害減少量［ｍ］）
 ー5 ー ー3
 ー3 ー ー1
 ー1 ー ー0.05
 ー0.05 ー 0
 0 ー 0.05
 0.05 ー 0.5
 0.5 ー 1
 1 ー 2
 2 ー 3
 3 ー 6

　平成１９年度は，６月末から７月上旬にかけての梅雨前線による豪雨や７月中旬に接近した台風４号に
より，県内で多くの土砂災害が発生しました。
　甚大な被害が発生した南大隅町船石川や垂水市二川地区などについては，災害発生後ただちに激
甚災害対策特別緊急事業や災害関連緊急砂防事業が採択され，現在，再度災害防止に向けて各被災
箇所で工事が進んでいます。
　砂防えん堤が被害軽減の効果を発揮した南大隅町船石川２において，その効果を２次元解析数値シ
ミュレーションを用いて検証しました。

　図－１は砂防えん堤があった場合と無かった場合の土砂の堆積の深さを比較したものです。砂
防えん堤が無かった場合には，下流側への土砂流出量が増大し，人家・国道が存在する付近まで
多くの土砂が氾濫する検証結果となりました。
　これらの検証結果から砂防えん堤が土石流を捕捉し下流側への土砂流出量を大幅に減少させ
た結果，下流側の土砂氾濫の被害を軽減し，人家等を守ったことが立証されました。

■砂防施設の効果を検証しました

土石流発生後のえん堤（背面） 土石流発生後のえん堤（前面）

図 -1 砂防えん堤の有無による堆積深の差

既設砂防えん堤（セルダム）

砂防えん堤の効果があった範囲

砂防えん堤により土砂が捕捉された範囲

災害直後の船石川２

大浜海岸
国道２６９号


